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平成２７年度の取組 

実施市町村：３市町村（御所市・斑鳩町・下北山村） 
対象：特定健診の血圧測定で、保健指導が必要となった者 
内容：アドバイザーを派遣し、教室の企画・運営を支援 

平成２８年度～の取組（案） 

○平成26年度に開発した「高血圧の人のための減塩 
  教室実施マニュアル」を活用したモデル事業の実施 

○「減塩げんきフェスタ」の開催 

場所：県内５カ所（奈良市・天理市・五條市・田原本町・王寺町） 
対象：子育て世代の親子 
内容：親子で楽しく健康的な食生活について学べるイベント 

○食に関する大規模調査（奈良県初）を実施 

市町村毎に調査
結果を分析・公表 

 

◆調査対象：４，０００世帯、１０，０００人 

        （１歳以上の県民が対象） 
 

◆調査内容： 

  野菜摂取量、食塩摂取量、食習慣等 
            

◆特徴 

 ・大規模調査のため、 

  市町村別の集計・比較分析が可能 

   ・１歳以上の県民を対象としており、 

  子どもの食習慣も分析可能 

 

◆調査で、明らかになった課題を 

  市町村と共有 

 

 

 

 

 

 

◆課題に対する効果的な方策を 

  市町村と共に検討し、 

  施策化に向けた支援を実施 

 １ 

○市町村の課題に応じた取組支援 

【分析結果イメージ】 
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減塩・野菜摂取の推進 資料４－１ 



 
     
 支援スキーム 

 
 
 
 
 
 
 
 
  Ⅰ 対象経費 「おでかけ健康法」の正確な普及、モニターの継続    
            支援に不可欠な 
             ①健康サポーターの配置・養成経費 
             ②活動量計の購入経費 
   
  Ⅱ 補助率 １/２（補助限度額3,000千円） 
   
  Ⅲ 支援期間 開設年度から３年度間 

平成２７年度の取組 

運動の推進（健康ステーション） 

◆県営の橿原ステーションは中和・南和地区の、王寺ステー 
   ションは北和・西和地区の市町村を支援する拠点（サポー 
    ター養成、運営相談など）として位置づける。 

◆県内全域に「おでかけ健康法」を普及させるため、県営の 
  健康ステーションに加えて、市町村が独自に展開する市町 
  村営の健康ステーションの設置を支援する。 

目標 

◆市町村営の健康ステーション設置の立ち上げを支援する 
  ための補助制度を創設。 

平成２８年度の取組（案） 

・県域で「おでかけ健康法」を普及させるため、橿原と王寺に設置した２か所の県営の健康ステー 
 ションを引き続き運営。 
・市町村営の健康ステーション設置促進のため、市町村説明会を開催し、設置に意欲的な市町村 

 へのアドバイザーを派遣。 

 県は、橿原・王寺ステーションの経験豊富な
サポーターを現場へ派遣し、技術面、運営面
での支援を行う。 

２ 

支援スキーム 

奈良県健康ステーション（橿原） 奈良県健康ステーション（王寺） 
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○ 禁煙支援リーフレットによる受診勧奨 
  と禁煙手段の充実 

平成28年度の取組の方向性 

たばこ対策の推進 

平成２７年度の取組 

・１３市町村（橿原市、御所市、生駒市、香芝市、宇陀市、斑鳩町、安堵町、川西町、三宅町、大淀町、 
 上牧町、広陵町、下北山村）の特定健診やイベント等で約３，９００部配布予定（２月末時点） 
 
・リーフレット配布者のうち、同意が得られた者を対象に、効果検証調査を実施（H27.12.25～H28.1.15） 
  回収数：１２７/２７２（回収率：４６．７％）、リーフレット閲覧後、禁煙した人数：10/127（7.9％） 
 
 
 

○平成２６年度に開発した禁煙支援リーフレットを活用し、市町村で禁煙推進 

平成２８年度の取組（案） 

 
 

 
 
 

○禁煙支援リーフレットを、さらに拡大して活用 ○禁煙支援薬局の認定 

◆ 市町村以外の保険者や県内の医療機関・歯科   

   診療所等に受診した喫煙者に配布する体制を  

    構築。より多くの喫煙者に禁煙勧奨を行う。 

 《参考》 医療機関数     １,２６４施設 

       歯科診療所数      ７０４施設 

◆ 県内在勤の薬剤師を対象とした禁煙支援のための研修会及び 

   禁煙支援薬剤師認定テストを実施。 

 

◆ 医療機関での禁煙治療では、時間的制約や心理的ハードルが 

  ある人もいるため、より生活に身近な薬局で禁煙治療の相談が 

  できるよう、禁煙支援薬剤師を認定。   

 

◆ 禁煙支援薬剤師が勤務する薬局を禁煙支援薬局とし、県ホーム   

  ページ等で公表する。 

○禁煙スタートアップ研修の開催 

 
 

◆ 禁煙したいと思っている県民向けに最新の禁煙方法等に 

  関する研修会を開催。 

◆ 禁煙トライアル用にニコチンパッチを配布する等 

  禁煙を開始する人のスタートアップを支援。 
３ 
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特定健診受診率向上と保健指導内容の充実 

◆ 地域診断のためのデータ分析 

 特定健診等データを市町村ごとに分析しマップを作成、 

 市町村別のリスクを把握する。 

 「まち全体の健康づくり」を話し合うため 「見える化」 

 したデータの活用を推進する。 

 

 

◆ 県内特定健診受診率等の公表 

 受診率等を県ホームページや市町村長サミット等で 

 公表、市町村のやる気を高める。 

◆ 県内市町村の「先進事例」の共有 

 受診率向上に効果があった身近な「先進事例」を 

 収集し、全市町村で共有する。 

高血圧（140/90以上又は服薬）［男40-74歳］国保

a有意に高い
b高いが有意でない
c低いが有意でない
d有意に低い

 

県 

御所市 

男性・40～74歳・高血圧（140/90以上又は服薬） 

12位/12市 

LDL140以上［女40-74歳］国保

a有意に高い
b高いが有意でない
c低いが有意でない
d有意に低い

 

女性・40～74歳・LDLｰcho 
  （悪玉コレステロール）140以上 

河合町 

橿原市 

下市町 

生駒市 

奈良市 

大淀町 

平成２８年度の取組（案） 

・奈良県の特定健診受診率は、全国４１位（H25年度市町村国保）と低い。 
 また、市町村により、５１．９％から１５．７％と受診率の差が大きく、取り組みにも 
 差がある。 
・受診率が飛躍的に向上した御所市では、市長の指示により保健師等の担当者が 
 積極的に取り組み、未受診者への受診勧奨や休日健診等受診しやすい体制づくり 
 など、地域の特性に応じた取組を展開している。 

○受診率向上に向けた効果的な取組 ○データ分析による健診結果の「見える化」 

４ 

12位/12市 

1位/12市 

御所市 

県平均 

（例） 

特定健診の課題 
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・モデル事業実施市町村（９市町） 
 
  天理市・桜井市・五條市・御所市・葛城市 
  川西町・王寺町・広陵町・下市町 

  
参考：Ｈ27年モデル事業中間報告速報値（抜粋） 
 ○桜井市（胃がん） 受診者数４．５倍（平成２７年９月末現在） 
 ○五條市（胃がん） 受診者数２．０倍（平成２７年７月末現在） 
 ○葛城市（胃がん） 受診者数２．１倍（平成２７年７月末現在） 
 ○広陵町（肺がん） 受診者数２．４倍（平成２７年９月末現在）     

 

平成２７年度の取組 

３．効果検証報告会等 
  の開催（県主催） 
 
 全市町村を対象に、国立が
ん研究センター等のがん検
診受診率向上に関する専門
家を講師とした効果検証およ
び報告会の開催。 
 
 
 
 
 
 
 
 

○がん検診受診率向上をめざし、がん検診の個別受診勧奨・未受診者再勧奨をモデル事業として実施 

平成２８年度の取組（案） 

１．がん検診の受診勧奨・再勧奨に対する支援 
 ＜補助制度＞ 
 ◆がん検診対象者（胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子 宮が ん） 
  への個別受診勧奨・未受 診者再勧奨にか かる経費を助成 
   ・補助率：対象経費の1/2 
   ・補助上限額は、人口規模に応じてきめ細かく設定 
   ・節目年齢は国庫補助制度を活用  
 
 
 
 

２．がん検診普及啓発に対する支援 
 ＜補助制度＞ 
 ◆がん予防推進員養成講座等 の開催にかかる経費を助成 
   ・補助率：対象経費の1/2 

国立がん研究センター作成の
受診勧奨リーフレットを活用 

○Ｈ２７年度までのモデル事業検証結果を踏まえ、 
すべての市町村で個別受診勧奨・未受診者再勧奨に取 り組めるよう、財政的・人的支援を実施。 

県と市町村が連携協働し、事業内容を検討することで、 
より効果的な事業を企画・立案 

５ 

がん検診の推進 
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○○町がん検診受診者数の推移 

平成24年度 

平成25年度 

コール・リコール実施 

（人） 
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奈良県版生活支援スマホ 

                   平成28年度から市町村で本格的導入を開始。 平成２８年度の取組（案） 

６ 

高齢者にも見やすい・使いやすい 
トップ画面としました。 

「奈良県版生活支援スマホ」の各機能 

生活支援スマホのシステム概要と見守り体制 
 

生活支援スマホの歩数情報・位置情報等を役場・
保健師・家族等で共有することで、連携して見守り
を行うことができます。 

また、送信するデータは暗号化するとともに、サー
バはデータセンターに設置することで高いセキュリ
ティ性を確保します。 

加えて、生活支援スマホと
連携した、見守りロボット
の活用も検討中。 
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